
 
 

 平成２６年１０月１９日（日）の山北町会場を皮切りに、「平成２６年度 

丹沢大山クリーンキャンペーン」を実施しました。県内7市町村に各会場を設

置し、中央会場は秦野市において、平成２６年１０月２６日（日）に実施しま

した。 
 

可燃ゴミ 不燃ごみ その他 計

 山北町
丹沢湖･河内川
周辺

10月19日 957 250 140 150 540

 秦野市
秦野戸川公園多
目的広場

10月26日 200 200 50 0 250

 清川村 清川村村内 10月26日 1,077 35 80 1,135 1,250

 伊勢原市 大山登山口 11月1日 1,691 159.8 206.9 0 366.7

 厚木市
市内ハイキング
コース

11月3日 110 1.5 0.9 0 2.4

 松田町
中津川周辺
(田代橋～寄大
橋付近）

11月9日 雨天中止 － － － －

 相模原市 緑区鳥屋地区 11月16日 102 120 210 0 330

4,137 766.3 687.8 1285 2,739.10

日時 参加者数

計

ゴミ（kg）
会場 実施場所

第２１号 

平成２７年 

３月３１日発行 

 また、今年度は、山域のゴミを烏尾山・二ノ塔・三ノ塔に集積し、神奈川県がそれら

1750kgをヘリで降ろす、という大きな活動に当会の会員が協力しました。 



ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
長
年
の
成
果
を
簡
単
に
ま
と

め
て
み
ま
し
た
。 

昭
和
五
十
九
年
か
ら
み
る
と
、
ゴ
ミ
回
収
量
は
十
分
の
一

に
減
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
参
加
人
数
は
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

開
始
当
初
か
ら
、
横
ば
い
で
あ
る
た
め
、
回
収
力
は
変
わ
ら

な
い
と
考
え
る
と
、
新
規
の
ゴ
ミ
も
減
っ
た
と
推
測
で
き
ま

す
。 

 

ま
た
、
登
山
同
周
辺
で
ゴ
ミ
が
散
乱
し
て
い
る
様
子
を
目

に
す
る
こ
と
も
減
っ
て
い
る
た
め
、
新
た
に
山
で
ゴ
ミ
を
捨

て
る
こ
と
も
な
く

な
っ
た
よ
う
に
思

い

ま

す
。
現

在

は
、
空
前
の
登
山

ブ
ー
ム
で
、
中
高

年
は
も
と
よ
り
山

ガ
ー
ル
や
若
い
登

山
者
ま
で
も
大
幅

増
と
い
わ
れ
る

中
、
目
に
す
る
ゴ

ミ
が
減
っ
て
き
た

と
い
う
こ
と
は
、

利
用
者
の
意
識
が

劇
的
に
上
が
っ

た
、
と
確
実
に
言

え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

し

か

し

な

が

ら
、
ゴ
ミ
の
回
収

量
が
十
分
の
一
ま

で
減
少
す
る
の

に
、
二
十
余
年
か

か
っ
て
い
ま
す
。

地
道
に
活
動
を
続

け
て
、
よ
う
や
く

 

平
成
二
十
五
年
度
中
央
会
場 

 
 

 

「
松
田
会
場
」 

 

 

平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
日
（
日
）
朝
九
時
か
ら
、

中
津
川
周
辺
（
田
代
橋
～
寄
大
橋
付
近
）
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
開
会
式
に
は
、
松
田
町
町
長
も
出
席
さ
れ
ま

し
た
。 

 

参
加
団
体
は
、
町
内
各
自
治
会
や
青
壮
年
部
や
子
ど

も
会
な
ど
で
、
幅
広
い
層
か
ら
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

松
田
会
場
は
、
平
成
二
十
三
・
四
年
度
も
多
く
の
子
供

会
が
参
加
さ
れ
、
自
然
環
境
保

全
教
育
に
力
を
入
れ
ら
れ
て
い

る
印
象
を
受
け
ま
し
た
。 

  

平
成
二
十
六
年
度
中
央
会
場 

 
 

 
 

「
秦
野
会
場
」 

 

 

平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
六
日
（
日
）
朝
九
時
か
ら
秦
野

戸
川
公
園
他
目
的
広
場
で
大
々
的
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
開
会
式
に
は
、
県
議
会
議
員
、
秦
野
市
市

議
会
議
長
、
秦
野
市
市
長
な
ど
多
く
の
方
々
が
出
席
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、2

0
0

も
の
団
体
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

 

清
掃
場
所
は
、
表
尾
根
の
入
口
で
あ
る
秦
野
戸
川
公
園
か

ら
、
川
沿
い
周
辺
を
自
主
グ
ル
ー
プ
で
清
掃
し
ま
し
た
。 

 

秦
野
市
か
ら
、
お
い
し
い
秦
野
の
水
で
淹
れ
た
温
か
い

コ
ー
ヒ
ー
も
提
供
さ
れ
、
皆
様
お
昼
ご
ろ
ま
で
精
力
的
に
活

動
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
か
い
も
あ
り
、
比
較
的
き
れ
い
思
わ

れ
た
公
園
周
辺
で
も
、2

5
0

k
g

も
の
ゴ
ミ
を
回
収
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。 
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と
山
ゴ
ミ 

こ
こ
ま
で
減
ら
せ
た
、
と
い
う
事
も
で
き
ま
す
。
こ
の

ご
み
の
量
を
維
持
し
、
更
に
減
ら
す
に
は
、
ま
だ
ま
だ

時
間
が
か
か
る
よ
う
で
す
。 

と
は
い
え
、
丹
沢
大
山
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
２１

の
美
化
・

啓
発
活
動
が
大
き
く
実
を
結
ん
だ
、
と
感
慨
深
く
も
あ

り
、
ま
た
今
後
の
活
動
に
も
一
層
弾
み
が
つ
く
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。 



神
奈
川
県
山
岳
連
盟
は
、
丹
沢
大
山
ク
リ
ン
ピ

ア
21

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
は
も
と
よ

り
、
登
山
を
通
し
て
、
丹
沢
山
塊
の
ゴ
ミ
の
持
ち

帰
り
を
、
連
盟
会
員
や
開
催
行
事
へ
参
加
の
一
般

県
民
へ
広
く
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。
「
持
ち
込
む

物
を
必
要
最
小
限
に
し
て
、
持
ち
込
ん
だ
も
の
を

必
ず
（
極
力
）
持
ち
帰
る
。
山
に
は
ゴ
ミ
を
残
さ

ず
、
ゴ
ミ
は
持
ち
帰
る
。
」
と
の
テ
イ
ク
イ
ン
・

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
原
則
の
再
認
識
に
向
け
た
啓
発

に
努
め
て
い
ま
す
。 

神
奈
川
県
山
岳
連
盟
は
、
山
岳
ク
ラ
ブ
73

団
体

（
県
下
市
町
村
に
あ
る
山
岳
協
会
16

団
体
）
、

1
9
1
4

名
で
構
成
し
て
お
り
、
ク
ラ
ブ
ご
と
や
協
会

ご
と
の
独
自
活
動
の
ほ
か
、
連
盟
が
主
催
す
る
各

種
行
事
（
環
境
登
山
な
ど
）
の
中
で
、
ク
リ
ー
ン

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

一
方
、
神
奈
川
県
山
岳
連
盟
に
は
、
環
境
省
自

然
公
園
指
導
員
と
公
益
社
団
法
人
日
本
山
岳
協
会

公
認
自
然
保
護
指
導
員
を
擁
し
て
お
り
、
前
者
の

33

名
、
後
者
の
45

名
が
、
丹
沢
山
塊
を
主
な
活
動

地
と
し
て
、
美
化
推
進
ほ
か
安
全
登
山
や
自
然
公

園
の
適
正
利
用
な
ど
の
役
割
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
っ
て
お
り
、
丹
沢
大
山
ク
リ
ン
ピ
ア
21

の

連
盟
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
的
な
部

分
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。 

平
成
二
十
五
年
度
に
連
盟
内
で
行
わ
れ
た
ク

リ
ー
ン
活
動
は
、
94

回
を
数
え
、
延
べ9

0
3

名
（
男

子5
9
6

名
、
女
子3

0
7

名
）
の
参
加
を
得
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
は
自
然
公
園
指
導
員
や
自
然
保
護

指
導
員
に
支
え
ら
れ
た
活
動
で
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
ほ
か
、
神
奈
川
県
山
岳
連
盟
は
、
広
沢
寺

岩
場
清
掃
集
会
な
ど
の
連
盟
以
外
の
団
体
が
行
う

山
岳
ク
リ
ー
ン
活
動
に
も
参
加
協
力
を
行
い
、
彼

ら
と
の
連
携
に
よ
る
景
観
美
化
に
向
け
た
啓
発
活

動
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。 

編
集
後
記 

 

発
行
が
遅
く
な
り
ま
し
て
申
し
訳

あ
り
ま
せ
ん
。 

 

今
回
は
、
少
し
変
化
を
つ
け
て
、

参
加
者
（
一
般
と
は
い
え
ま
せ
ん

が
）
の
視
点
か
ら
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
感
想
記
事
に
し
て
み
ま
し

た
。
や
は
り
、
各
会
場
と
も
、
地
域

事
情
に
合
わ
せ
た
異
な
っ
た
方
法
で

し
た
。
少
し
以
前
か
ら
、
時
代
の
流

れ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
か
ら
ロ
ー
カ
ラ

イ
ズ
化
に
よ
る
多
様
化
に
変
化
し
て

い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
時
代
に
適

合
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

ま
た
、
今
ま
で
活
動
の
簡
単
な
ま

と
め
を
行
な
っ
て
み
ま
し
た
。
皆

様
、
感
覚
と
し
て
は
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
数
字
に
す
る
と
活
動
の
成

果
を
改
め
て
実
感
で
き
た
と
思
い
ま

す
。 

 
 

 

せ
っ
か
く
浸
透
し
た
ゴ
ミ
の
持
ち

帰
り
も
途
切
れ
て
し
ま
っ
て
は
、
一

か
ら
や
り
直
し
で
す
。
今
後
と
も
、

活
動
の
継
続
に
ご
協
力
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 
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神奈川県山岳連盟の活動 
事務局：松隈豊  

収集ごみの分別（環境登山にて）  

収集ごみを麓へキャリーダウン 

（環境登山にて）  



ご協力ありがとうございました！！ 


